
 
 

 
◇◇ いつまでも ⾃分らしく ⾃分のペースで暮らすために ◇◇ 

皆さまが、住み慣れた地域で安⼼して暮らし続けることが出来るよう、 
これからも地域の皆さまと⼀緒に、⾒守り・⽀えあいの温かい地域づくりの 
お⼿伝いをさせていただきます。 

～あなたも「認知症サポーター」になりませんか？～ 

●「認知症サポーター」ってなに？ 

認知症の方が住み慣れた地域で暮らし続けるために、「認知症についての 

正しい知識を学び、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者」です。 

「認知症サポーター養成講座」では認知症かも？困っているかも？という時の対

応について学ぶことができます。 

💛“特別何かをしなくてはいけない“ということはありません💛 

皆さんは自分にできることから始めています。 

 

 

 

●どうしたら「認知症サポーター」になれますか？ 

地域包括支援センター開催の「認知症サポーター養成講座」を受講しましょう！ 

                                                  

 
                                            

 

広島市清和・⽇浦地域包括⽀援センターたより 

認知症サポーターの証！ 

あなたも「認知症サポーター」 

になりませんか？ 

問い合わせ・申し込み 

広島市清和・日浦地域包括支援センター 

TEL：082-810-4688  

  

 
何か困っとることは

ないかね？ 

普段の話し相手 

僕は元気よく挨拶しよう！ 

そっと見守っ

ておこう！ 

・受講料は無料です。 

・おおむね５名集まれば受講できます。 

・開催場所は、小・中学校、高等学校、民間企業、地域

の「いきいきサロン」等どこでもできます！ 

・受講するとサポーターの証「サポーターカード」を 

お渡しします。 

 

認知症の方に笑顔になってほしい 

見守りも立派なサポーター 

 

 

 

 
 

令和 6 年 
上半期号 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

広島市の各区において、地域包括⽀援センターを騙る不審な電話が増えています。 
３⽉の終わり頃から安佐町でも「地域包括⽀援センターを名乗る不審な電話があっ
た」という情報が多数寄せられています。 

⼿⼝①「地域包括⽀援センターがアンケート」⇒しません︕ 
  「⼀⼈暮らしかどうか」、「同居の家族がいるか」、「デイサービスにいきたいか」、「⽼⼈ホームに⼊

りたいか」「いま⽀援を受けているか」等 

 ※個⼈情報を集めている内容です。特に家族構成を聞き出し、後⽇改めて電話をしてくることや、

他の業者に情報を転売している可能性があります。 

 

⼿⼝②「地域包括⽀援センターが⽼⼈ホームを斡旋」⇒しません︕ 
 「あなたには⽼⼈ホームに⼊居する権利がある。もし⼊居しなければ他の⼈に譲っていいか︖」 

 ※名義貸しの特殊詐欺です。名義貸しは違法と⾔い⾦銭の要求をしてきます。裁判所や警察を騙っ

た電話で⾦銭が払えないなら訴訟や逮捕拘留されると脅してきます。 

地域包括⽀援センターをかたる

電話に注意しましょう︕︕ 

☑ その電話は清和・⽇浦地域包括⽀援センターの電話番号ですか︖ 
 ⇒清和・⽇浦地域包括⽀援センターは『082-810-4688』です。 

☑ 相⼿は『清和・⽇浦地域包括⽀援センター』と名乗りましたか︖ 
 ⇒私たちは、「清和・⽇浦地域包括⽀援センターの〇〇です」と名乗ります。 

不審な電話があり、困ったときは…082-810-4688 （清和・⽇浦地域包括⽀援

センター）にご相談ください。 
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電話：082-810-4688  FAX：082-810-4185  mail：seiwahiura@igl.or.jp 


